
第 2回倫理審査委員会結果報告 

1 日 時 令和 2年 7月 27 日（月） 17 時 30 分～18 時 30 分 

2 場 所 日本海総合病院 第 2講堂 

3 主席者 倫理審査委員 

柏 英雄、鈴木 義広 

橋爪 英二、木村 守、川路 博之、佐藤 邦広、中村 美穂、佐藤 賢 

大内 明、難波 ひろみ、齋藤 幸喜、阿部 満、池田 恒弥、松浦 信 

外部委員 

加藤 栄、土田 重征、三浦 正昭、桐澤 須磨子 

倫理審査委員会事務局 

須藤 悦衛、市村 ゆみ子、片山 雪子、石井 尊 

 

4 協議事項 

(1) 救急医療機関におけるアナフィラキシー患者の実態調査（002－2－4） 

   提出：救急救命センター 陳 正浩 医師 

申請内容説明 

全国の救急医療機関を受診したアナフィラキシー患者を対象とした前向きアンケートを実

施し日本でのアナフィアキシーショックの重症度に関わる背景因子、リスクの解析を行い

アナフィラキシーによる死亡者を減少させるため本実態調査への参加承認をいただきたい。 

◇質疑 

●診療行為にエピペンを使用することを前提としているのか。 

→エピペンを使うことを前提とするのではなく治療後にどのような治療を行ったかを報告

するという形での対応でエピペンを必ず使うということではない。 

●患者さんの資料相談窓口には当院の連絡先が乗るのか。 

→当院での研究担当医師並びに当院の連絡窓口の電話番号等が記載される。 

◇審議結果 

承認とする。 

 

5 迅速審査報告 

迅速審査を実施、承認済みの 4件について報告を行った。 

(1) 補助人工心臓治療関連学会協議会インペラ部会補助循環用ポンプカテーテルに関するレジ

ストリ事業 J-PVAD（002-2-1） 

提出：循環器内科 菅原 重生 医師 

(2) 椎弓切除後に胸腔鏡を併用して切除した胸椎ダンベル腫瘍の１例（002-2-2） 

提出：呼吸器外科 松尾 草明 医師  



(3) 熱中症患者の医学情報等に関する疫学調査（002-2-3） 

提出：救命救急センター 緑川 新一 医師 

(4) リンチ症候群の拾い上げ及び遺伝子診断に関する多施設共同研究（30-②-3） 

提出：外科 橋爪 英二 医師 

6 終了報告 

終了報告を受理した 1件の報告を行った。 

(1) 非弁膜症性心房細動を有する後期高齢患者を対象とした前向き観察研究 All Nippon AF In 

   Elderly Registry -ANAFIE Registry-（終了報告）（28-④-1） 

   提出：循環器内科 菅原 重生 医師 

7 その他 

(1) 「倫理審査申請書」の改定について 

申請者負担軽減のため倫理審査申請の改定を行った。 

(2) 事務局報告について 

11 件の倫理審査申請を受理、委員長並びに事務局協議の結果侵襲性等なく審議不要であっ

たため報告のみとした。 

ｱ 日本海総合病院 ICUにおける摂食嚥下評価フローについての考察（002-2-5） 

   提出：ICU 佐藤 美智 看護師 

ｲ COVID-19 が Door to balloon time に与える影響～シミュレーションを 

   通しての考察～（002-2-6） 

   提出：救急放射線室 髙力 初美 看護師 

ｳ 呼吸器内科病棟における転倒転落の要因と傾向（002-2-7） 

   提出：7階東病棟 大島 咲 看護師 

ｴ 訪問看護導入における対象患者背景の特徴（002-2-8） 

   提出：入退院支援センター 髙橋 るみ 看護師 

ｵ 回復期脳卒中患者における摂食嚥下レベルの変化（002-2-9） 

   提出：日本海酒田リハビリテーション病院栄養管理室 小林 大樹 管理 

   栄養士 

ｶ アドスプレーを使用した手技映像の動画編集・監修（002-2-10） 

   提出：外科 橋爪 英二 医師 

ｷ 山形県における肺癌の疫学、治療状況、予後における多施設観察研究 

   （002-2-11） 

   提出：呼吸器内科 齋藤 弘 医師 

  



ｸ 看護師のラダーに対する関心度調査 ～質的分析から考察する～（002-2-12） 

   提出：5階西病棟 渡部 夕美子 看護師 

ｹ 看護研究「DiNQL 担当看護師が抱える問題点」（002-2-13） 

   提出：7階東病棟 後藤 さおり 看護師 

ｺ ５階西病棟看護師の固定チームナーシングにおける受け持ち看護師として 

   の実態調査（002-2-14） 

   提出：5階西病棟 森屋 葉月 看護師 

ｻ ICU 入室前訪問によるせん妄予防の取り組み～せん妄予防パンフレットを使 

   用しての効果～（002-2-15） 

   提出：ICU 齋藤 奈美 看護師 


